
は
じ
め
に
、
救
急
救
命
士
の
業
務
内
容
を
教

え
て
く
だ
さ
い

　
救
急
現
場
で
、
病
気
や
ケ
ガ
な
ど
の
傷
病

者
に
対
し
て
、
医
師
の
指
示
の
も
と
救
命
処

置
な
ど
の
医
療
行
為（
特
定
行
為
）を
行
い
ま

す
。

　
主
に
、
救
急
隊
員
３
人
が
一
つ
の
チ
ー
ム

と
な
っ
て
、
傷
病
者
を
救
急
車
で
病
院
ま
で

搬
送
し
ま
す
。

　
そ
の
間
、
呼
吸
や
心
臓
が
止
ま
っ
て
い
る

方
に
直
接
空
気
を
入
れ
る
「
気
管
挿
管
」
や
、

「
ア
ド
レ
ナ
リ
ン
の
投
与
」
な
ど
を
行
い
ま

す
。
最
近
で
は
、
低
血
糖
発
作
の
方
に
「
ブ

ド
ウ
糖
の
投
与
」、
出
血
な
ど
に
よ
り
血
圧

が
下
が
っ
て
い
る
方
に
「
シ
ョ
ッ
ク
輸
液
の

投
与
」
も
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　
い
ず
れ
も
、
病
院
へ
の
搬
送
中
に
手
遅
れ

に
な
る
こ
と
が
な
い
よ
う
、
そ
の
状
況
に
応

じ
て
医
師
と
連
携
し
、
処
置
を
行
っ
て
い
ま

す
。

　
現
在
、私
は
救
急
救
命
士
を
育
成
す
る「
指

導
救
命
士
」
と
し
て
働
い
て
い
ま
す
。

指
導
救
命
士
と
は
ど
の
よ
う
な
こ
と
を
？

　
坂
戸
・
鶴
ヶ
島
消
防
組
合
で
は
、
平
成
30

年
か
ら
「
指
導
救
命
士
」
制
度
を
開
始
し
ま

し
た
。

　
こ
れ
は
、
指
導
救
命
士
を
中
心
と
し
た
教

育
体
制
を
構
築
す
る
こ
と
で
、
専
門
的
知
識

と
技
術
の
向
上
に
向
け
た
教
育
訓
練
内
容
を

一
層
充
実
し
、『
救
急
活
動
の
質
を
向
上
さ

せ
る
』
こ
と
を
目
的
に
設
置
し
ま
し
た
。

　「
救
急
救
命
士
や
救
急
隊
員
の
訓
練
・
指

導
・
教
育
」
を
は
じ
め
、「
救
急
活
動
の
事

後
検
証
」
な
ど
を
行
う
こ
と
が
主
な
仕
事
で

す
。

　
指
導
救
命
士
に
な
る
た
め
に
は
、
救
急
隊

長
と
し
て
５
年
以
上
の
経
験
が
必
要
で
す
。

実
際
の
業
務
内
容
を
教
え
て
く
だ
さ
い

　
現
在
は
、
８
時
30
分
か
ら
の
24
時
間
勤
務

で
す
。
途
中
で
仮
眠
の
時
間
が
あ
り
、
翌
日

が
非
番
と
い
う
体
制
で
す
。
出
動
の
な
い
時

間
は
、
出
動
に
備
え
て
待
機
を
し
て
い
ま
す
。

通
報
が
あ
り
し
だ
い
、
す
ぐ
に
現
場
に
向
か

い
ま
す
。

　
待
機
の
時
間
は
、
救
急
救
命
士
と
し
て
の

訓
練
や
、指
導
救
命
士
と
し
て
の
指
導
、ミ
ー

テ
ィ
ン
グ
、
救
急
車
の
整
備
、
事
務
な
ど
を

行
っ
て
い
ま
す
。

　
救
急
隊
と
し
て
は
、
特
定
行
為
の
訓
練
が

主
で
す
。
様
々
な
救
急
現
場
を
想
定
し
、
消

防
隊
と
も
連
携
し
て
訓
練
を
行
っ
て
い
ま

す
。

突
然
訪
れ
る
病
気
や
事
故
。
救
急
隊
は
、
常
に
「
そ
の
時
」
に
備
え
て
い
ま
す
。

し
か
し
、
救
急
車
の
出
動
件
数
と
現
場
ま
で
の
到
着
時
間
は
年
々
増
加
し
続
け
、
救
急
搬
送
に
影
響
が
出
て
い
ま
す
。

大
切
な
命
を
守
り
、
救
え
る
命
を
逃
す
こ
と
が
な
い
よ
う
に
ー
。

坂
戸
・
鶴
ヶ
島
消
防
組
合
の
救
急
救
命
士
に
、
救
急
現
場
の
現
状
な
ど
を
聞
き
ま
し
た
。
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先
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鶴
ヶ
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合 
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場
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今
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や
ド
ク
タ
ー
カ
ー
を
呼
び
ま
す
。
重
症
の
方

や
、
緊
急
を
要
す
る
方
で
あ
れ
ば
、
す
ぐ
に

要
請
す
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

　
ド
ク
タ
ー
ヘ
リ
は
、
市
内
で
も
離
着
陸
を

し
て
い
る
の
で
、
見
た
こ
と
が
あ
る
方
も
い

ら
っ
し
ゃ
る
と
思
い
ま
す
。
市
内
だ
と
、
運

動
公
園
や
近
隣
公
園
な
ど
、
６
か
所
の
着
陸

ポ
イ
ン
ト
が
あ
り
ま
す
か
ら
、
す
ぐ
に
ド
ク

タ
ー
ヘ
リ
と
連
携
し
て
病
院
へ
搬
送
す
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。

　
現
場
到
着
後
は
、
想
定
外
の
こ
と
が
多
々

あ
り
ま
す
が
、
３
人
の
救
急
隊
と
医
師
で
情

報
を
共
有
し
、
連
携
し
て
臨
機
応
変
に
対
応

し
て
い
ま
す
。
救
急
現
場
は
、
一
人
で
は
対

応
す
る
こ
と
が
難
し
い
の
で
、
チ
ー
ム
ワ
ー

ク
が
と
て
も
大
切
で
す
。

昔
と
比
べ
て
救
急
現
場
に
変
化
を
感
じ
る
こ

と
は
あ
り
ま
す
か
？

　
医
療
機
関
の
受
け
入
れ
体
制
が
改
善
さ
れ

た
の
が
一
番
大
き
い
で
す
ね
。

通
報
か
ら
救
急
現
場
に
向
か
う
間
の
救
急
車

で
は
何
を
し
て
い
る
の
で
し
ょ
う
か
？

　
ま
ず
、
消
防
本
部
の
指
令
セ
ン
タ
ー
か
ら

救
急
出
動
の
指
令
が
入
り
ま
す
。
そ
の
内
容

に
応
じ
て
、
救
急
隊
長
が
現
場
到
着
後
の
役

割
分
担
を
指
示
し
ま
す
。
す
ぐ
に
対
応
で
き

る
よ
う
に
、
十
分
な
打
ち
合
わ
せ
と
準
備
を

行
っ
て
い
ま
す
。

　
通
報
内
容
は
と
て
も
重
要
で
す
。
そ
の
内

容
に
よ
っ
て
、
現
場
で
の
活
動
方
法
を
決
定

し
ま
す
。
通
報
内
容
が
「
詳
細
不
明
」
と
い

う
こ
と
が
よ
く
あ
る
の
で
す
が
、
そ
の
場
合

だ
と
、
事
前
に
十
分
な
準
備
が
で
き
な
い
た

め
、
現
場
で
の
対
応
に
時
間
が
か
か
っ
て
し

ま
い
ま
す
。

　
到
着
す
る
と
心
臓
・
呼
吸
が
止
ま
っ
て
い

た
と
い
う
方
も
い
ま
す
か
ら
、
事
前
に
情
報

が
少
し
で
も
入
っ
て
い
れ
ば
、
助
け
ら
れ
た

か
も
し
れ
な
い
と
い
う
こ
と
が
実
際
に
あ
り

ま
す
。

　
通
報
内
容
に
よ
っ
て
は
、
ド
ク
タ
ー
ヘ
リ

は
じ
め
に
、
救
急
救
命
士
の
業
務
内
容
を
教

え
て
く
だ
さ
い

　
救
急
現
場
で
、
病
気
や
ケ
ガ
な
ど
の
傷
病

者
に
対
し
て
、
医
師
の
指
示
の
も
と
救
命
処

置
な
ど
の
医
療
行
為（
特
定
行
為
）を
行
い
ま

す
。

　
主
に
、
救
急
隊
員
３
人
が
一
つ
の
チ
ー
ム

と
な
っ
て
、
傷
病
者
を
救
急
車
で
病
院
ま
で

搬
送
し
ま
す
。

　
そ
の
間
、
呼
吸
や
心
臓
が
止
ま
っ
て
い
る

方
に
直
接
空
気
を
入
れ
る
「
気
管
挿
管
」
や
、

「
ア
ド
レ
ナ
リ
ン
の
投
与
」
な
ど
を
行
い
ま

す
。
最
近
で
は
、
低
血
糖
発
作
の
方
に
「
ブ

ド
ウ
糖
の
投
与
」、
出
血
な
ど
に
よ
り
血
圧

が
下
が
っ
て
い
る
方
に
「
シ
ョ
ッ
ク
輸
液
の

投
与
」
も
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　
い
ず
れ
も
、
病
院
へ
の
搬
送
中
に
手
遅
れ

に
な
る
こ
と
が
な
い
よ
う
、
そ
の
状
況
に
応

じ
て
医
師
と
連
携
し
、
処
置
を
行
っ
て
い
ま

す
。

　
現
在
、私
は
救
急
救
命
士
を
育
成
す
る「
指

導
救
命
士
」
と
し
て
働
い
て
い
ま
す
。

指
導
救
命
士
と
は
ど
の
よ
う
な
こ
と
を
？

　
坂
戸
・
鶴
ヶ
島
消
防
組
合
で
は
、
平
成
30

年
か
ら
「
指
導
救
命
士
」
制
度
を
開
始
し
ま

し
た
。

　
こ
れ
は
、
指
導
救
命
士
を
中
心
と
し
た
教

育
体
制
を
構
築
す
る
こ
と
で
、
専
門
的
知
識

と
技
術
の
向
上
に
向
け
た
教
育
訓
練
内
容
を

一
層
充
実
し
、『
救
急
活
動
の
質
を
向
上
さ

せ
る
』
こ
と
を
目
的
に
設
置
し
ま
し
た
。

　「
救
急
救
命
士
や
救
急
隊
員
の
訓
練
・
指

導
・
教
育
」
を
は
じ
め
、「
救
急
活
動
の
事

後
検
証
」
な
ど
を
行
う
こ
と
が
主
な
仕
事
で

す
。

　
指
導
救
命
士
に
な
る
た
め
に
は
、
救
急
隊

長
と
し
て
５
年
以
上
の
経
験
が
必
要
で
す
。

実
際
の
業
務
内
容
を
教
え
て
く
だ
さ
い

　
現
在
は
、
８
時
30
分
か
ら
の
24
時
間
勤
務

で
す
。
途
中
で
仮
眠
の
時
間
が
あ
り
、
翌
日

が
非
番
と
い
う
体
制
で
す
。
出
動
の
な
い
時

間
は
、
出
動
に
備
え
て
待
機
を
し
て
い
ま
す
。

通
報
が
あ
り
し
だ
い
、
す
ぐ
に
現
場
に
向
か

い
ま
す
。

　
待
機
の
時
間
は
、
救
急
救
命
士
と
し
て
の

訓
練
や
、指
導
救
命
士
と
し
て
の
指
導
、ミ
ー

テ
ィ
ン
グ
、
救
急
車
の
整
備
、
事
務
な
ど
を

行
っ
て
い
ま
す
。

　
救
急
隊
と
し
て
は
、
特
定
行
為
の
訓
練
が

主
で
す
。
様
々
な
救
急
現
場
を
想
定
し
、
消

防
隊
と
も
連
携
し
て
訓
練
を
行
っ
て
い
ま

す
。
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や
ド
ク
タ
ー
カ
ー
を
呼
び
ま
す
。
重
症
の
方

や
、
緊
急
を
要
す
る
方
で
あ
れ
ば
、
す
ぐ
に

要
請
す
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

　
ド
ク
タ
ー
ヘ
リ
は
、
市
内
で
も
離
着
陸
を

し
て
い
る
の
で
、
見
た
こ
と
が
あ
る
方
も
い

ら
っ
し
ゃ
る
と
思
い
ま
す
。
市
内
だ
と
、
運

動
公
園
や
近
隣
公
園
な
ど
、
６
か
所
の
着
陸

ポ
イ
ン
ト
が
あ
り
ま
す
か
ら
、
す
ぐ
に
ド
ク

タ
ー
ヘ
リ
と
連
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し
て
病
院
へ
搬
送
す
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。

　
現
場
到
着
後
は
、
想
定
外
の
こ
と
が
多
々

あ
り
ま
す
が
、
３
人
の
救
急
隊
と
医
師
で
情

報
を
共
有
し
、
連
携
し
て
臨
機
応
変
に
対
応

し
て
い
ま
す
。
救
急
現
場
は
、
一
人
で
は
対

応
す
る
こ
と
が
難
し
い
の
で
、
チ
ー
ム
ワ
ー

ク
が
と
て
も
大
切
で
す
。

昔
と
比
べ
て
救
急
現
場
に
変
化
を
感
じ
る
こ

と
は
あ
り
ま
す
か
？

　
医
療
機
関
の
受
け
入
れ
体
制
が
改
善
さ
れ

た
の
が
一
番
大
き
い
で
す
ね
。

通
報
か
ら
救
急
現
場
に
向
か
う
間
の
救
急
車

で
は
何
を
し
て
い
る
の
で
し
ょ
う
か
？

　
ま
ず
、
消
防
本
部
の
指
令
セ
ン
タ
ー
か
ら

救
急
出
動
の
指
令
が
入
り
ま
す
。
そ
の
内
容

に
応
じ
て
、
救
急
隊
長
が
現
場
到
着
後
の
役

割
分
担
を
指
示
し
ま
す
。
す
ぐ
に
対
応
で
き

る
よ
う
に
、
十
分
な
打
ち
合
わ
せ
と
準
備
を

行
っ
て
い
ま
す
。

　
通
報
内
容
は
と
て
も
重
要
で
す
。
そ
の
内

容
に
よ
っ
て
、
現
場
で
の
活
動
方
法
を
決
定

し
ま
す
。
通
報
内
容
が
「
詳
細
不
明
」
と
い

う
こ
と
が
よ
く
あ
る
の
で
す
が
、
そ
の
場
合

だ
と
、
事
前
に
十
分
な
準
備
が
で
き
な
い
た

め
、
現
場
で
の
対
応
に
時
間
が
か
か
っ
て
し

ま
い
ま
す
。

　
到
着
す
る
と
心
臓
・
呼
吸
が
止
ま
っ
て
い

た
と
い
う
方
も
い
ま
す
か
ら
、
事
前
に
情
報

が
少
し
で
も
入
っ
て
い
れ
ば
、
助
け
ら
れ
た

か
も
し
れ
な
い
と
い
う
こ
と
が
実
際
に
あ
り

ま
す
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通
報
内
容
に
よ
っ
て
は
、
ド
ク
タ
ー
ヘ
リ

は
じ
め
に
、
救
急
救
命
士
の
業
務
内
容
を
教

え
て
く
だ
さ
い

　
救
急
現
場
で
、
病
気
や
ケ
ガ
な
ど
の
傷
病

者
に
対
し
て
、
医
師
の
指
示
の
も
と
救
命
処

置
な
ど
の
医
療
行
為（
特
定
行
為
）を
行
い
ま

す
。

　
主
に
、
救
急
隊
員
３
人
が
一
つ
の
チ
ー
ム

と
な
っ
て
、
傷
病
者
を
救
急
車
で
病
院
ま
で

搬
送
し
ま
す
。

　
そ
の
間
、
呼
吸
や
心
臓
が
止
ま
っ
て
い
る

方
に
直
接
空
気
を
入
れ
る
「
気
管
挿
管
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や
、

「
ア
ド
レ
ナ
リ
ン
の
投
与
」
な
ど
を
行
い
ま

す
。
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で
は
、
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血
糖
発
作
の
方
に
「
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ド
ウ
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の
投
与
」、
出
血
な
ど
に
よ
り
血
圧

が
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が
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て
い
る
方
に
「
シ
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ッ
ク
輸
液
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投
与
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も
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
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ず
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も
、
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の
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中
に
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遅
れ

に
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る
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と
が
な
い
よ
う
、
そ
の
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況
に
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じ
て
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師
と
連
携
し
、
処
置
を
行
っ
て
い
ま

す
。

　
現
在
、私
は
救
急
救
命
士
を
育
成
す
る「
指

導
救
命
士
」
と
し
て
働
い
て
い
ま
す
。

指
導
救
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士
と
は
ど
の
よ
う
な
こ
と
を
？
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戸
・
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ヶ
島
消
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組
合
で
は
、
平
成
30

年
か
ら
「
指
導
救
命
士
」
制
度
を
開
始
し
ま

し
た
。

　
こ
れ
は
、
指
導
救
命
士
を
中
心
と
し
た
教
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体
制
を
構
築
す
る
こ
と
で
、
専
門
的
知
識

と
技
術
の
向
上
に
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け
た
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訓
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容
を

一
層
充
実
し
、『
救
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活
動
の
質
を
向
上
さ

せ
る
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こ
と
を
目
的
に
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置
し
ま
し
た
。

　「
救
急
救
命
士
や
救
急
隊
員
の
訓
練
・
指

導
・
教
育
」
を
は
じ
め
、「
救
急
活
動
の
事

後
検
証
」
な
ど
を
行
う
こ
と
が
主
な
仕
事
で

す
。

　
指
導
救
命
士
に
な
る
た
め
に
は
、
救
急
隊

長
と
し
て
５
年
以
上
の
経
験
が
必
要
で
す
。

実
際
の
業
務
内
容
を
教
え
て
く
だ
さ
い

　
現
在
は
、
８
時
30
分
か
ら
の
24
時
間
勤
務

で
す
。
途
中
で
仮
眠
の
時
間
が
あ
り
、
翌
日

が
非
番
と
い
う
体
制
で
す
。
出
動
の
な
い
時

間
は
、
出
動
に
備
え
て
待
機
を
し
て
い
ま
す
。

通
報
が
あ
り
し
だ
い
、
す
ぐ
に
現
場
に
向
か

い
ま
す
。

　
待
機
の
時
間
は
、
救
急
救
命
士
と
し
て
の

訓
練
や
、指
導
救
命
士
と
し
て
の
指
導
、ミ
ー

テ
ィ
ン
グ
、
救
急
車
の
整
備
、
事
務
な
ど
を

行
っ
て
い
ま
す
。

　
救
急
隊
と
し
て
は
、
特
定
行
為
の
訓
練
が

主
で
す
。
様
々
な
救
急
現
場
を
想
定
し
、
消

防
隊
と
も
連
携
し
て
訓
練
を
行
っ
て
い
ま

す
。
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軽　症 ➡入院加療の必要がないもの
中等症 ➡入院が必要で重症に至らないもの
重　症 ➡３週間以上の入院加療が必要なもの

不搬送 14％
死亡 1％
重症 7％ 軽症

45％中等症
33％

7,380 件　7,486 件　7,899 件　8,038 件
8分 48秒　8分 50秒　9分 03秒　9分 12秒
平成 28年　平成 29年　平成 30年　令和元年

4年で
658 件
24 秒
の増加

7,380 件

8分48秒8分40秒

7,486 件

8分50秒

7,899 件

9分03秒

8,038 件

9分12秒
9分10秒

8分50秒

9分00秒

４年で
658件
24秒
の増加

平成28年 平成29年 平成30年 令和元年

タ
ク
シ
ー
で
行
く
と
運
転
者
が
感
染
し
て
し

ま
う
か
も
し
れ
な
い

・
酔
っ
て
寝
て
い
る（
周
り
の
方
の
通
報
）

・
病
院
に
連
絡
を
し
た
が
断
ら
れ
た
の
で
、

救
急
車
な
ら
受
け
入
れ
て
く
れ
る
と
思
っ
て
　

な
ど
が
あ
り
ま
す
。

　
通
報
か
ら
現
場
到
着
ま
で
は
、
平
均
９
分

12
秒（
令
和
元
年
）で
、
年
々
遅
く
な
っ
て
い

ま
す（
図
②
）。
通
報
場
所
に
よ
り
ま
す
が
、

出
動
が
重
な
っ
て
い
る
場
合
、
到
着
ま
で
遅

延
し
て
し
ま
う
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　
現
在
、
救
急
車
５
台
と
予
備
車
で
対
応
し

て
い
ま
す
が
、
近
隣
の
消
防
本
部
の
救
急
車

が
出
動
す
る
ケ
ー
ス
も
あ
る
の
が
現
状
で

す
。

　
救
急
車
は
、
病
気
や
ケ
ガ
な
ど
か
ら
皆
さ

ん
の
生
命
を
守
る
た
め
、
限
ら
れ
た
台
数
を

最
大
限
に
活
用
し
て
、
昼
夜
問
わ
ず
出
動
し

て
い
ま
す
。

ど
の
よ
う
な
問
題
が
あ
る
の
で
し
ょ
う
か
？

　
救
急
車
の
必
要
が
な
い
軽
症
者
か
ら
の
通

報
が
あ
る
こ
と
で
す（
図
①
）。
医
師
の
診
断

の
結
果
、
軽
症
だ
っ
た
と
い
う
こ
と
は
別
で

す
が
、
通
報
の
時
点
で
明
ら
か
に
軽
症
の
方

が
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
。

　
ま
た
、
中
に
は
『
救
急
車
を
タ
ク
シ
ー
代

わ
り
』
に
す
る
方
や
、『
救
急
車
な
ら
待
た

ず
に
診
て
も
ら
え
る
』
な
ど
の
誤
っ
た
認
識

を
持
っ
た
方
も
い
て
、
本
当
に
救
急
車
を
必

要
と
す
る
方
の
搬
送
に
、
支
障
を
来
た
し
て

い
る
の
が
現
状
で
す
。

　
具
体
的
な
例
で
言
う
と
、

・
入
院
予
定
な
の
で
宿
泊
セ
ッ
ト
を
用
意
し

て
い
る

・
タ
ク
シ
ー
だ
と
お
金
が
か
か
る

・
熱
が
あ
り
保
健
所
が
対
応
し
て
く
れ
な
い

・
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
疑
い
が
あ
り
、

　
以
前
は
10
件
断
ら
れ
た
こ
と
も
あ
り
ま
し

た
が
、
か
な
り
良
く
な
っ
て
い
る
と
思
い
ま

す
。
今
は
４
件
以
上
連
絡
す
る
こ
と
は
、
ほ

と
ん
ど
な
い
で
す
ね
。

　
テ
レ
ビ
で
は
、
10
件
以
上
断
ら
れ
た
な
ん

て
い
う
ケ
ー
ス
も
あ
る
よ
う
で
す
が
、
現
在

は
ス
ム
ー
ズ
に
医
療
機
関
に
つ
な
げ
る
こ
と

が
で
き
て
い
ま
す
。
現
場
で
の
滞
在
時
間
も

以
前
よ
り
だ
い
ぶ
短
く
な
っ
て
い
ま
す
。

　
こ
れ
は
、
医
療
機
関
の
方
々
が
救
急
に
理

解
が
あ
り
、
受
け
入
れ
て
い
た
だ
い
て
い
る

こ
と
に
よ
る
も
の
で
す
。

　
鶴
ヶ
島
地
域
で
言
え
ば
、
関
越
病
院
や
坂

戸
中
央
病
院
が
そ
う
で
す
。
他
の
地
域
で
は
、

川
越
市
に
あ
る
川
越
救
急
ク
リ
ニ
ッ
ク
と
、

狭
山
市
に
あ
る
埼
玉
石
心
会
病
院
は
、
ほ
ぼ

受
け
入
れ
て
く
れ
ま
す
。
何
件
か
断
ら
れ
て

連
絡
す
る
と
、「
い
い
で
す
よ
」
っ
て
何
と
か

し
て
く
れ
る
ん
で
す
よ
ね
。
そ
の
よ
う
な
医

療
機
関
が
近
く
に
あ
る
こ
と
が
と
て
も
大
き

い
で
す
し
、
助
か
っ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
場
所
に
も
恵
ま
れ
て
い
ま
す
。
埼

玉
医
科
大
学
病
院
が
、
川
越
市
・
日
高
市
・

毛
呂
山
町
に
あ
り
ま
す
が
、
鶴
ヶ
島
市
は

ち
ょ
う
ど
真
ん
中
に
位
置
し
て
い
ま
す
か

ら
、
ど
こ
に
で
も
行
け
ま
す
。

　
鶴
ヶ
島
市
は
、
全
国
で
も
埼
玉
県
内
で
も
、

と
て
も
恵
ま
れ
て
い
る
と
こ
ろ
だ
と
思
い
ま

す
。

　
通
報
内
容
に
変
化
は
あ
ま
り
感
じ
ま
せ
ん

が
、
通
報
件
数
は
増
え
て
い
ま
す
ね
。
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影
響
も
あ
り
、
今
一
番

多
い
の
が
発
熱
で
す
が
、
そ
れ
以
外
に
問
題

と
な
っ
て
い
る
増
加
要
因
が
あ
り
ま
す
。
こ

れ
は
悪
化
し
て
い
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

救急現場の今。特
集

救急車は限りある資源です
　　適正な利用をお願いします

傷病程度別の割合(令和元年)� 図①救急車の出動件数（■）と現場までの平均到着時間（●）�図②
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に
、
ま
た
、
隊
員
が
休
む
こ
と
に
な
り
救
急

が
停
止
し
て
し
ま
う
こ
と
が
な
い
よ
う
に
、

こ
れ
か
ら
も
細
心
の
注
意
を
払
っ
て
い
き
ま

す
。

　
ま
た
、
感
染
症
は
本
来
、
感
染
症
法
に
基

づ
き
、
都
道
府
県
の
対
応
と
な
り
ま
す
が
、

埼
玉
県
と
協
定
を
締
結
し
て
お
り
、
保
健

所
か
ら
の
依
頼
に
よ
り
救
急
搬
送
し
て
い
ま

す
。
今
後
も
連
携
し
た
対
応
で
、
皆
さ
ん
の

安
心
と
安
全
を
守
っ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま

す
。

適
正
利
用
以
外
に
も
、
皆
さ
ん
に
お
願
い
し

た
い
こ
と
は
あ
り
ま
す
か

　
一
つ
目
は
、
救
急
車
で
搬
送
す
る
際
、
ご

家
族
の
同
乗
を
お
願
い
し
ま
す
。
病
院
で
緊

急
手
術
と
な
っ
た
場
合
、
ご
家
族
の
同
意
が

必
要
で
す
。
受
付
も
ス
ム
ー
ズ
に
行
う
こ
と

救
急
車
内
を
ビ
ニ
ー
ル
製
カ
ー
テ
ン
で
覆

い
、
感
染
源
に
な
ら
な
い
よ
う
感
染
防
止
に

も
努
め
て
い
ま
す
。
当
分
の
間
は
、
皆
さ
ん

を
安
全
に
病
院
ま
で
搬
送
で
き
る
よ
う
に
取

り
組
み
を
継
続
し
て
い
き
ま
す
の
で
、
ご
理

解
い
た
だ
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

　
救
急
隊
か
ら
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感

染
を
拡
大
さ
せ
て
し
ま
う
こ
と
が
無
い
よ
う

け
で
は
判
断
で
き
ま
せ
ん
。

　
も
し
も
、
傷
病
者
が
後
で
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染
者
だ
と
分
か
る
と
、
救
急
に

行
っ
た
隊
員
は
次
の
日
も
ウ
イ
ル
ス
を
持
っ

た
ま
ま
出
動
し
て
し
ま
う
こ
と
に
な
り
ま
す

の
で
、
感
染
を
拡
大
さ
せ
て
し
ま
う
可
能
性

が
あ
り
ま
す
。

　
現
在
は
、
交
通
事
故
の
通
報
、
通
常
の
急

病
の
通
報
な
ど
、
ど
の
よ
う
な
通
報
で
も
、

万
全
な
格
好
で
現
場
に
向
か
っ
て
い
ま
す
。

　
完
全
防
護
姿
を
し
た
救
急
隊
の
活
動
現
場

を
見
た
方
は
、「
搬
送
さ
れ
た
人
は
コ
ロ
ナ

な
ん
じ
ゃ
な
い
か
」
と
誤
解
し
な
い
で
く
だ

さ
い
。

　
皆
さ
ん
に
感
染
さ
せ
な
い
た
め
に
、
ど
の

よ
う
な
状
況
で
も
『
常
に
完
全
防
護
の
格
好

を
し
て
い
る
』
と
い
う
こ
と
を
知
っ
て
い
て

く
だ
さ
い
。

　
ま
た
、
ウ
イ
ル
ス
の
付
着
を
防
ぐ
た
め
、

　
救
急
車
や
救
急
医
療
は
限
り
あ
る
資
源
で

す
。
本
当
に
必
要
な
方
へ
の
一
刻
も
早
い
処

置
・
搬
送
が
求
め
ら
れ
ま
す
か
ら
、
救
え
る

命
が
救
え
な
く
な
る
こ
と
を
、
皆
さ
ん
一
人

ひ
と
り
が
意
識
し
、
適
正
な
利
用
に
心
掛
け

て
い
た
だ
き
た
い
で
す
。

　
本
当
に
必
要
に
な
っ
た
緊
急
時
に
は
、
一

秒
で
も
早
く
通
報
し
て
く
だ
さ
い
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
へ
の
対
応
は
、
ど
の

よ
う
な
こ
と
を
？

　
現
在
は
、
感
染
の
疑
い
の
有
無
に
関
わ
ら

ず
、す
べ
て
の
救
急
出
動
で
、感
染
防
護
衣
、

手
袋
、
ゴ
ー
グ
ル
、
ウ
イ
ル
ス
を
防
ぐ
高
性

能
マ
ス
ク
な
ど
を
着
用
し
、「
完
全
防
護
」

を
し
て
い
ま
す
。

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
は
、
無
症
状
の
症

例
が
あ
り
ま
す
の
で
、
発
熱
な
ど
の
症
状
だ

ビニール製カーテンで覆った救急車内

・意識が無い、返事が無い
・呼吸、脈拍が感じられない
・呼吸が困難
・顔色が悪く冷や汗をかいている
・激しい胸痛・頭痛・腹痛がする
・やけどの範囲が広い
・頭を打ち、意識がおかしい
・骨が折れているようだ
・けいれんが続いている　など

ヘルメット

ゴーグル

高性能マスク

手袋

感染防護衣
（上下）

安全靴

・風邪をひいた
・微熱がある
・腰が痛む
・足をひねった
・軽い手や指の傷　など

すべての出動で完全防護です！
コロナ感染疑いの有無は関係ありません！

こんなときは
『すぐに119番』

こんなときは
『近くの医療機関へ』
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に
、
ま
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と
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救
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し
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し
ま
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こ
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い
よ
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に
、

こ
れ
か
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の
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を
払
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ま
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。
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法
に
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づ
き
、
都
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府
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の
対
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と
な
り
ま
す
が
、

埼
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締
結
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お
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、
保
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所
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の
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に
よ
り
救
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搬
送
し
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ま

す
。
今
後
も
連
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し
た
対
応
で
、
皆
さ
ん
の

安
心
と
安
全
を
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っ
て
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と
思
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適
正
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以
外
に
も
、
皆
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に
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し
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こ
と
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す
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一
つ
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、
救
急
車
で
搬
送
す
る
際
、
ご

家
族
の
同
乗
を
お
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い
し
ま
す
。
病
院
で
緊

急
手
術
と
な
っ
た
場
合
、
ご
家
族
の
同
意
が

必
要
で
す
。
受
付
も
ス
ム
ー
ズ
に
行
う
こ
と

救
急
車
内
を
ビ
ニ
ー
ル
製
カ
ー
テ
ン
で
覆

い
、
感
染
源
に
な
ら
な
い
よ
う
感
染
防
止
に

も
努
め
て
い
ま
す
。
当
分
の
間
は
、
皆
さ
ん

を
安
全
に
病
院
ま
で
搬
送
で
き
る
よ
う
に
取

り
組
み
を
継
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し
て
い
き
ま
す
の
で
、
ご
理

解
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ば
と
思
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ま
す
。

　
救
急
隊
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ら
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
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ス
の
感
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を
拡
大
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せ
て
し
ま
う
こ
と
が
無
い
よ
う

け
で
は
判
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で
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せ
ん
。

　
も
し
も
、
傷
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者
が
後
で
新
型
コ
ロ
ナ
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ル
ス
感
染
者
だ
と
分
か
る
と
、
救
急
に

行
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た
隊
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は
次
の
日
も
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ス
を
持
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ま
ま
出
動
し
て
し
ま
う
こ
と
に
な
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ま
す

の
で
、
感
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を
拡
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し
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う
可
能
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が
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ま
す
。

　
現
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交
通
事
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の
通
報
、
通
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の
急
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通
報
な
ど
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な
通
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で
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格
好
で
現
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に
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す
。

　
完
全
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を
し
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の
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現
場

を
見
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方
は
、「
搬
送
さ
れ
た
人
は
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な
ん
じ
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な
い
か
」
と
誤
解
し
な
い
で
く
だ

さ
い
。

　
皆
さ
ん
に
感
染
さ
せ
な
い
た
め
に
、
ど
の

よ
う
な
状
況
で
も
『
常
に
完
全
防
護
の
格
好

を
し
て
い
る
』
と
い
う
こ
と
を
知
っ
て
い
て

く
だ
さ
い
。

　
ま
た
、
ウ
イ
ル
ス
の
付
着
を
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ぐ
た
め
、

　
救
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車
や
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療
は
限
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る
資
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で

す
。
本
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の
一
刻
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置
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送
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ま
す
か
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、
救
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る

命
が
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え
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を
、
皆
さ
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一
人

ひ
と
り
が
意
識
し
、
適
正
な
利
用
に
心
掛
け

て
い
た
だ
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た
い
で
す
。

　
本
当
に
必
要
に
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た
緊
急
時
に
は
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一

秒
で
も
早
く
通
報
し
て
く
だ
さ
い
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
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ス
へ
の
対
応
は
、
ど
の

よ
う
な
こ
と
を
？

　
現
在
は
、
感
染
の
疑
い
の
有
無
に
関
わ
ら

ず
、す
べ
て
の
救
急
出
動
で
、感
染
防
護
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、

手
袋
、
ゴ
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、
ウ
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ス
を
防
ぐ
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性

能
マ
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ク
な
ど
を
着
用
し
、「
完
全
防
護
」

を
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て
い
ま
す
。

　
新
型
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ウ
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ス
は
、
無
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状
の
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例
が
あ
り
ま
す
の
で
、
発
熱
な
ど
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だ
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・やけどの範囲が広い
・頭を打ち、意識がおかしい
・骨が折れているようだ
・けいれんが続いている　など

ヘルメット

ゴーグル

高性能マスク

手袋

感染防護衣
（上下）

安全靴

・風邪をひいた
・微熱がある
・腰が痛む
・足をひねった
・軽い手や指の傷　など

すべての出動で完全防護です！
コロナ感染疑いの有無は関係ありません！

こんなときは
『すぐに119番』

こんなときは
『近くの医療機関へ』
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「坂戸鶴ヶ島消防　YouTube」で検索 
チャンネル登録もお願いします！

指
導
救
命
士
と
し
て
の
こ
れ
か
ら
の
意
気
込

み
を
教
え
て
く
だ
さ
い

　
皆
さ
ん
の
生
命
・
身
体
を
守
る
た
め
、
目

の
前
の
命
を
救
う
た
め
、
救
急
救
命
士
を
含

む
救
急
隊
員
の
知
識
・
技
術
の
維
持
と
向
上

に
努
め
て
、
こ
れ
か
ら
も
教
育
を
継
続
し
て

い
き
ま
す
。

　
一
刻
も
早
い
病
院
搬
送
も
重
要
で
す
が
、

傷
病
者
の
苦
痛
の
軽
減
や
、
ご
家
族
の
不
安

に
寄
り
添
い
、
親
身
に
対
応
す
る
こ
と
も
救

急
活
動
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
コ
ロ
ナ
禍
で
も
安
心
し
て
過
ご
せ
る
地
域

に
な
る
よ
う
、
こ
れ
か
ら
も
励
ん
で
参
り
ま

す
の
で
、
皆
さ
ん
の
ご
協
力
を
お
願
い
い
た

し
ま
す
。

院
が
パ
ン
ク
し
て
し
ま
い
ま
す
。
救
急
隊
が

観
察
し
、対
応
で
き
る
病
院
を
選
択
し
ま
す
。

症
状
に
よ
っ
て
は
搬
送
し
な
い
こ
と
も
あ
り

ま
す
の
で
、
ご
理
解
く
だ
さ
い
。

　
五
つ
目
は
、
消
防
組
合
が
行
っ
て
い
る
救

命
講
習
の
受
講
を
お
願
い
し
ま
す
。
通
報
か

ら
救
急
車
到
着
ま
で
の
間
、
何
か
し
ら
の
処

置
を
す
れ
ば
、何
も
し
な
い
と
き
と
比
べ
て
、

傷
病
者
の
回
復
が
全
く
違
い
ま
す
。
胸
骨
圧

迫
や
人
工
呼
吸
、
Ａ
Ｅ
Ｄ
で
回
復
す
る
方
も

い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
。

　
今
は
、新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
関
係
で
、

全
て
の
講
習
を
中
止
し
て
い
ま
す
が
、
再
開

し
た
際
に
は
、
ぜ
ひ
消
防
組
合
ま
で
相
談
い

た
だ
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

　
皆
さ
ん
の
協
力
に
よ
り
、
救
え
る
命
を
増

や
す
こ
と
に
つ
な
が
り
ま
す
。

が
で
き
ま
す
の
で
、
病
院
で
の
処
置
の
迅
速

化
が
図
れ
ま
す
。
実
際
に
は
「
車
で
追
い
ま

す
」
と
い
う
こ
と
が
多
く
、
処
置
が
す
ぐ
に

で
き
な
い
こ
と
が
あ
り
、
困
っ
て
い
ま
す
。

　
二
つ
目
は
、
一
人
暮
ら
し
の
方
や
、
ご
家

族
が
現
場
に
い
な
い
場
合
、
ご
家
族
に
病
院

に
来
て
い
た
だ
く
か
の
確
認
を
す
る
た
め
、

連
絡
を
し
ま
す
。「
連
絡
し
な
い
で
」
と
い

う
返
事
が
多
く
あ
り
、
そ
の
後
の
処
置
に
影

響
し
ま
す
の
で
、
ご
対
応
い
た
だ
け
れ
ば
と

思
い
ま
す
。

　
三
つ
目
は
、救
急
車
に
乗
車
さ
れ
る
方
は
、

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
防
止
の
た
め
、

マ
ス
ク
着
用
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
四
つ
目
は
、
搬
送
先
の
病
院
を
指
定
さ
れ

る
方
が
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
。
希
望
ど
お
り

の
病
院
へ
の
搬
送
と
な
る
と
、
搬
送
先
の
病

受診に迷ったら

公式YouTube

■埼玉県救急電話相談＃7119(大人・小児) 
急な病気やケガの際に、家庭での対処方法や
医療機関への受診の必要性につ
いて、24時間、365日、看護師
が電話で相談に応じます。

■埼玉県AI救急相談
チャット形式のフリー入力で相
談した内容をもとに、可能性の
ある症状をご案内します。

■全国版救急受診アプリ「Ｑ
きゅーすけ

助」
該当する症状および症候を画面上で選択して
いくと、緊急度に応じた必要な
対応が表示されます。その後、
医療機関の検索や、受診手段の
検索を行うことができます。

坂戸・鶴ヶ島消防組合では、消防・救急の業
務などを知っていただくため、動画共有サイ
ト「YouTube」で公式チャンネルを開設し
ています。
「オンライン救急講習」の動画もありますの
で、ぜひご覧ください。

救急現場の今。特
集

近
年
、
救
急
車
の
出
動
件
数
が
増
え
て

お
り
、
現
場
ま
で
の
到
着
時
間
も
遅
く

な
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
搬
送
さ
れ
た
人
の
約
半
数
が
入

院
を
必
要
と
し
な
い
軽
症
と
い
う
現
状

も
あ
り
ま
す
。

不
要
不
急
の
通
報
の
増
加
は
、
救
急
体

制
の
維
持
を
危
う
く
し
ま
す
。

で
は
、「
救
急
車
を
呼
ぶ
べ
き
な
の
か
」

と
通
報
に
迷
い
、
た
め
ら
わ
な
い
た
め

に
は
―
。

い
ざ
と
い
う
と
き
の
知
識
と
関
心
を
持

ち
、
日
頃
か
ら
備
え
て
お
く
こ
と
が
必

要
で
す
。

命
を
脅
か
す
病
気
や
事
故
は
、
い
つ
自

分
や
大
切
な
人
に
起
こ
る
か
分
か
り
ま

せ
ん
。

救
急
が
必
要
な
と
き
、
必
要
な
人
へ
―
。

考
え
、
行
動
す
る
の
は
、
私
た
ち
一
人

ひ
と
り
で
す
。
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救急車を呼ぶときは ❶❶❾番 落ち着いて、はっきりと、正確に
　市外局番は必要ありません。ファクシミリの場合も局番なしでダイヤルしてください。
　携帯電話で通報する際は、位置情報サービス(GPS)をオンにしてください。

救急車を呼んだら準備してください 救急車が来たら伝えてください

・保険証　・かかりつけ医の診察券
・靴　・普段飲んでいる薬
・おくすり手帳　・お金

乳幼児の場合はさらに
・母子健康手帳　・紙おむつ
・ほ乳瓶　・タオル

・ 事故の状況や体調が悪くなってから救急車が到着
するまでの様子やその変化

・ おこなった応急手当の内容
・ 具合の悪い方の情報(持病、かかりつけの病院や

クリニック、普段飲んでいる薬、医師の指示など)

持病、かかりつけの病院やクリニック
などは、日頃からメモにまとめておく
と便利です。

こんなことを聞かれます

□火事ですか？救急ですか？
　救急です

□どうされましたか？
　誰が　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　どのように(病気、ケガ、交通事故など)　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　どうなった　　　　　　　　　　　　　　　　　　

□住所(場所)はどちらですか？
　住所(または目印)　　　　　　　　　　　　　　　

□おいくつの方ですか？
　年齢　　 　　　　歳です

□あなたのお名前と連絡先を教えてください
　名前　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　連絡先　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

まず「救急です」と伝えてください。

住所が分からないときは、近くの大きな建物、交
差点など目印になるものを伝えてください。

誰が、どのようにして、どうなったと簡潔に伝え
てください。また、分かる範囲で意識、呼吸の有
無などを伝えてください。

具合の悪い方の年齢を伝えてください。分からな
いときは、「60代」のように、おおよそで構いま
せん。

お名前と通報後も連絡可能な電話番号を伝えてく
ださい。場所が不明なときなどに問い合わせるこ
とがあります。

　※　一般的な聞き取り内容です

知っておくと安心な連絡先 AEDの設置場所

市内の25施設でAEDを屋外設置
しています。緊急時にはいつで
も利用できます。「いざ」という
ときのために、場所の事前確認
をお願いします。

緊急連絡先　　☎　　　　　　　　　　　 ☎　　　　　　　　　　

救急指定病院　関越病院　☎285・3161　※　詳しくは27ページ
　　　　　　　坂戸中央病院　☎283・0019
　　　　　　　埼玉医科大学病院　☎276・1465
休日急患診療　坂戸鶴ヶ島医師会立休日急患診療所　☎289・1199
 (内科・小児科) 　※　詳しくは27ページ
タクシー会社　☎　　　　　　　　　　　 ☎　　　　　　　　　　

市HP 
「市内公共施設のAED」 
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